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　ありとあらゆる分析理論があるのですが、私が理 するところでは、ここまでご説明してきた移

動平均線と株価との関係、マドと株価との関係、そしてこれからご説明する一目均衡表の理論、こ

の３つを知っておくだけで十分だと思います。なかでも一目均衡表の理論は特に優れているように

思います。これから少しずつご説明していきます‥‥

　一目均衡表といえば、すっかり有名になったのが (正しくは先行スパン)。しかし というのは

私が研究した範囲では、それほど重視しなくてもいいと思います。もっと大切なことが一杯ありま

す。

6041 ボッシュオートの一目均衡表チャートをご覧下さい。３月１１日安値 188 円以降の 取りを見

ますと 色の点線に沿って上昇を続けていることがわかります。この 色の点線を転換線と呼んで

います。つまり、上に行く力が大変強い 柄は下げたとしても転換線が下値の壁になることが多い

のです。

“転換線とは、立ち合い日数過去９日間の 値と安値のちょうど中間値段のことです”たとえば立

ち合い日数過去９日間の 値が 500 円で安値が 460 円とすると、このちょうど中間値段は 480 円。
これがこの時点の転換線ということになります。

　結論を先に書きましたが、上に行く力が大変強い 柄は下げたとしても転換線が下値の壁になる

ことが多い。つまり、立ち合い日数過去９日間の 値と安値の中間値段前後が下値のメドになるこ

とが多いのです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次回に続きま

す

　この件に関するお問い合わせは　０３－３６６９－５０２２　 問メールは　dekioka@hikarikeizai.co.jp

毎日更新、旬な 柄を選んで分かりやすく 説する、無料テレフォンサービスの「やさしいチ

ャート教室」　03－3669－5552 で放送中、是 お聞きください。

《ボッシュオート》日

Alpha Chart社製



このレポートは投資の判断となる情報の提供を目的としたものです。 柄の選択、投資の最終決定は、ご自身の判断でなさるよう

にお い致します。株式は値動きのある商品であるため、元本を保証するものではありません。


